
東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和6年11月25日（月）　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：城内　海斗 
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＜連絡事項＞
・新年互礼会のお知らせが掲示されています。
・納会・くじ抽選会のお知らせが掲示されています。

＜入室状況＞
【転出】
・梅津　未帆様～東病棟Dユニット17号室→西病棟Aユニット43号室

＜患者様連絡事項＞
・長岡　明美様～点滴は本日分で終了の指示有り。
　・滝田　琴美様～家族連絡し外泊訓練日程調整の連絡している。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。午開放中他室侵入、私物弄りあり早めに開放観察終了する。自室では不潔、自傷行為無く経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。
・袴田　将志様～終日隔離中。対面時妄想的な発言聞かれるが粗暴性、過度な飲水要求無し。
引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・松田　寿音様～身体拘束中。対面時「男か女か分からなくなります」等のまとまり無い発言聞かれる。またこれ（拘束具）外して下さいと訴えあり説明するが聞き入れ不良。
ベット上危険行動は無く点滴トラブル無し。拘束部位の皮膚異常や循環障害は見られない。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・梁田　桜様～身体拘束中。バイタルサイン著変なし。ベット上座位になり、独語あるが不穏・興奮はなし。危険行動なし。拘束部位の循環障害、皮膚トラブルなし。拘束部位の循環障害・皮膚トラブルなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・金沢　友昌様～身体拘束中。HR40回/分台、モニター上不整著明。胸部苦痛の訴えなし。覚醒時には体動活発。飲水要求頻回に聞かれ、吸い飲みで少量ずつ介助する。浮腫の出現なし。点滴トラブルなし。拘束部位の循環障害・皮膚トラブルなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜金Dr診察情報＞
[bookmark: _GoBack]・中村　聡様～IF不穏時リスパダール1mg　1P　10回分処方。


